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中東の原油製造原価は安価であるという思い込みを払拭の今回の原油安 
 
中東の国々にとって原油は貴重な収⼊源であり、その収⼊を基に多くの国⺠が⽣活してい
る。原油価格には３つの考え⽅がある。原油⽣産プラントでの製造原価に基づく価格、国家
公務員の雇⽤までを考慮した価格、そして国⺠全員を養うに必要な価格である。多くの産油
国ではいまだ⼯業化が進まず、その結果、国⺠の多くが公務員として雇⽤されている。また、
国庫を潤すための税収はないか、あってもその額は⼩さいものと考えられる。このような状
況下においては、国家財政に占める原油輸出は⼤きな⽐率となり、従来から⾔われていた
「中東原油の製造コストは低い」は蜃気楼のように消え去ることになる。 
 

 

 
 
 



前⾴の表で、中東産油国の中でアラブ⾸⻑国連邦は「歳⼊に占める⽯油収⼊の割合」が 58%
と⽐較的善戦している。アラブ⾸⻑国連邦の⾸都はドバイであり、その近代化には⽬を⾒張
るものがある。この近代化は、やがては原油の産出が尽き、その時には⼯業や商業の産業振
興で⽣き延びていかなければならないとの、産油国の避けては通れぬ危機感がある。オイル
ダラーを世界で運⽤しているのもそのためである。 
 
原油の３⼤⽣産国は、その産出量の多い順に⽶国、サウジアラビア、ロシアであるが、現在
の原油価格が続く限りどの国も⾚字となって勝者は存在しないことになり、世界経済の流
れに⼤きな変化が起こることも必⾄と考えられる。 
 
以下に Wikipedia よりアラブ⾸⻑国連邦の⾸都であるドバイに関する記事を引⽤した。そ
のアラブ⾸⻑国連邦でも原油の価格が 70.0 ドルでなければならないと、厳しい状況である。 
 
今や世界は、発電の主流は天然ガスであり、今後再⽣可能エネルギーの⽐率が向上してくる
ことは確実である。⾃動⾞においては⽯油から電気へと移⾏途中である。原油の⽤途は航空
機の燃料や化学製品の原料としては残るだろうが、その化学原料においても最近では天然
ガス（メタン）からの合成が試みられつつある。 
 
中東諸国が、⽶国が、そしてロシアがこの危機をどのように乗り切っていくか。このことは、
世界情勢の安定において極めて重要である。 
 
 
 
ドバイ（Wikipedia） 

ドバイは、アラブ⾸⻑国連邦を構成する⾸⻑国の⼀つ。中東屈指の世界都市並びに⾦融セ
ンターであり、21 世紀に⼊ってから多くの超⾼層ビルや巨⼤ショッピングモールを含む⼤
型プロジェクトが建設されるなど、世界的な観光都市となっている。 
起源 

ペルシャ湾に⾯し、漁業や真珠の輸出を産業の主とする⼩さな漁村だったこの地に、アブ
ダビの⾸⻑ナヒヤーン家と同じバニー＝ヤース部族のマクトゥーム家が、1830 年代にアブ
ダビから移住。これに伴ってドバイ⾸⻑国が建国され、現代に⾄るドバイの歴史が始まった。
近代 

統治を担ったイギリスはこの地を、東インド会社が経営する英領インドなど植⺠地と結
ぶ貴重な中継地とした。20 世紀になると、歴代⾸⻑の推進の下で⾃由貿易の政策を採った
ことで、周辺地域の商⼈達の拠点となりゆく流れのなかで、中継貿易港としての⾊合いを濃
くしてゆく。 



勃興 
第⼆次世界⼤戦が終結した 20 世紀半ば、この地を近代的な都市にすることを夢⾒た当時

の⾸⻑ラーシド・ビン・サイード・アール・マクトゥームの推進により、1959 年のクウェ
ートからの借⾦をもとにして社会資本の近代化が図られてゆく。ラーシドはこの借⼊⾦で
ドバイ・クリークの浚渫⼯事を実施し、中継貿易港としての基礎固めに成功して、以後の⼤
発展の基礎を築いた。 

1958 年のアブダビにおける油⽥の発⾒に続く、1966 年のドバイ沖の海底油⽥の発⾒はこ
の動きに⼤きな⼒を与えた。 
繁栄 

21 世紀に⼊る頃には、従来からの近代化の波を経て、中東における貿易・商業の最⼤の
中⼼地と呼ばれるまでのメトロポリスに変貌していた。 

1970 年代からわずか約 20 年のうちに起こった変化は、都市外観のそれのみならず、経済
の⽯油依存率は半分以下に減じ、GDP の伸びは 30 倍に達するなど、「中世から近代への急
変」との表現をもって語られる激変そのものである。 
 
 
オイルマネ^（Wikipedia） 

オイルマネーとは、主にOPEC加
盟国の⽯油輸出による経常⿊字で
蓄積された資本のことで、1973 年
のオイルショック後に発⽣した。国
際的な原油取引市場でアメリカ合
衆国ドルが国際決済通貨のほとん
どを占めることからオイルダラー
とも呼ばれる。OPEC には中東諸国
が多いため、中東のアラビア資本を
さすことが多い。 
 
 
Petrodollar recycling（Wikipedia） 
https://en.wikipedia.org/wiki/Petrodollar_recycling 
 


